
平成１１年度 奈良県環境県民フォーラム事業実績

１．フォーラムの運営

●総会の開催 （H11.5.13 奈良県文化会館）

    記念講演：「地球環境問題と身の回りの環境問題」

    （大阪ガス(株)エネルギー・文化研究所理事 山藤泰氏）

●１０人委員会の開催（７回）

●各分科会の開催

    ごみ減量・リサイクル分科会（７回）

    大気分科会（９回）

    水分科会（３回）

２．環境保全活動の推進

(1)啓発活動

●「アースデースプリングｉｎならʼ９９」に参加(4月18日、奈良県浄化センター)

●マイバッグキャンペーンの実施

ごみの減量・資源の節約のために、誰にでもすぐに実行できる買い物袋持参運動を

呼びかけた。

６月 フォーラムに参加しているスーパー７社で各店が実施。

１０月  県と共催で、県下１４社（１０３店舗）のスーパーで奈良県全域で実施。

(10/1)街頭でスーパー７社提供のマイバッグ1,000枚を配布し、買い物袋持参について呼びかけた。

場所： 県内２箇所（近鉄奈良・八木駅前）

参加者： 約３０名

●地球温暖化防止フェスティバル（県と共催）

目的：

場所： あやめ池遊園地

内容：

●アイドリングストップの推進

目的：

時期： 10～3月にフォーラム会員内外から募集。

内容： アイドリングストップ２０万人宣言者増加への協力(宣言用紙への協力者:409枚、11企業・団体)

●一月（ひとつき）環境家計簿普及キャンペーン

目的：

時期： Ｈ１２年１～３月

内容：

●環境活動事例集の作成

目的： 県民や企業の環境保全活動への参加を促進するため、県内の活動事例を集め、情報提供を行う。

内容： 応募のあった４４団体、３２企業の環境保全活動を掲載した冊子を広く配布。

(2)勉強会

  ●奈良市におけるアイドリングストップ活動について(H11.8.6、講師：奈良市環境交通課)

・・・大気分科会

環境家計簿を作成し、県内３箇所（奈良ファミリー、近鉄八木駅前、ＪＲ王寺駅前）で配布、募集。（H11年：１９３世帯・６２１

人の応募）

目的：

時期：

地球温暖化を防止するために、１人１人のライフスタイルを変える必要がある。県民が環境にやさしい生活を実践するきっかけをつ

くるために開催した。

県民が身の回りで環境にやさしい実践をする契機となるよう、フォーラム会員等20団体の取組みの展示や実演、ミュージカル、劇

などの催しを行った。（入場者数約1,500人）

人類の世界遺産とそれを取り巻く大気環境を次世代に受け継ぐために、奈良市が主唱する、アイドリングストップ運動２０万人宣言

に協力した。

１年間では困難な多忙な人たちに、１ヶ月だけの環境家計簿を記録してもらうことにより、「我が家のひとつき分のＣＯ２発生量」

の概数を認識してもらう。



  ●奈良市アイドリングストップ条例について(H11.11.4、講師：奈良市環境交通課)

・・・大気分科会

(3)視察

  ●東洋スクリーン工業（株）（H11.10.19）

・・・水分科会

  ●環境関連施設（H12.1.27、ガス科学館[大阪ガス]、根来産業の２工場・本社）

・・・ごみ・リサイクル分科会

(4)調査

  ●アイドリングの実態調査（県内９箇所、H11.6～7月実態調査）

・・・大気分科会

(5)広 報

  ●機関紙「環境県民フォーラムだよ！り」の発行（２回、H11.9及びH12.2）

  ●奈良新聞の特集記事（H11.10.19朝刊企画面P.6～7）

  ●奈良テレビ「クローズアップなら」

   （H11.12.8取材：地球温暖化防止街頭キャンペーン、10人委員会）

   「県政フラッシュ」

   （H11.10.1取材：マイバッグキャンペーン）等

  ●奈良県環境県民フォーラムニュース（Ｈ１１．１２～毎月）

(6)後援名義の使用承認

  ●「フリマカーニバル」（奈良青年会議所、H11.6.6,8.28～29）

  ●「関電ガレージセールinやまと」（関西電力、H11.10.17）

  ●「アースデー・スプリングinなら'９９」（ならコープ、H11.4.18）

(7)その他

  ●ミュージカル「ガイア」（地域市民ネットワーク）の製作協力


